
(19)日本国特許庁（JP） (12) 公開特許公報（Ａ） (11)特許出願公開番号

特開2001－340294
(P2001－340294A)

(43)公開日 平成13年12月11日(2001.12.11)

(51)Int.Cl7 識別記号 FI ﾃｰﾏｺｰﾄﾞ(参考)

   �A�6�1�B  1/06       �A�6�1�B  1/06    B �4�C�0�6�1

審査請求 未請求 請求項の数 3ＯＬ（全 9 数）

(21)出願番号 特願2000－163478(P2000－163478)

(22)出願日 平成12年5月31日(2000.5.31)

(71)出願人 000000376

オリンパス光学工業株式会社

東京都渋谷区幡ヶ谷2丁目43番2号

(72)発明者 山下 隆司

東京都渋谷区幡ヶ谷2丁目43番2号  オリン

パス光学工業株式会社内

(74)代理人 100058479

弁理士 鈴江 武彦 (外4名)

Ｆターム（参考） 4C061 GG01 JJ06 JJ17
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(57)【要約】
【課題】ランプハウスに対するランプユニットの誤った
向きでの挿入を防止することができる内視鏡用光源装置
の提供を目的としている。
【解決手段】本発明の内視鏡用光源装置１は、照明光を
発生する照明用ランプ５と、この照明用ランプ５を保持
し且つ放熱機能を有するヒートシンク６ａ，６ｂとから
構成されるランプユニット６ｃと、ランプユニット６ｃ
を着脱自在に収容可能で且つランプユニット６ｃが挿脱
される挿入口を有するランプハウス４と、ヒートシンク
６ａ，６ｂとランプハウス４とにそれぞれ設けられ、ラ
ンプハウス４に対するランプユニット６ｃの正規の挿入
方向を規定する凹凸係合の挿入方向規定手段１８，１９
とを具備していることを特徴とする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  照明光を発生する照明用ランプと、この
照明用ランプを保持し且つ放熱機能を有するヒートシン
クとから構成されるランプユニットと、
前記ランプユニットを着脱自在に収容可能で且つランプ
ユニットが挿脱される挿入口を有するランプハウスと、
前記ヒートシンクと前記ランプハウスとにそれぞれ設け
られ、ランプハウスに対するランプユニットの正規の挿
入方向を規定する凹凸係合の挿入方向規定手段と、
を具備していることを特徴とする内視鏡用光源装置。
【請求項２】  陽極および陰極の一対の電極部を有し、
照明光を発生する照明用のキセノンランプと、キセノン
ランプの陽極側の電極部を保持し且つ放熱機能を有する
導電性の陽極側ヒートシンクと、キセノンランプの陰極
側の電極部を保持し且つ放熱機能を有する導電性の陰極
側ヒートシンクとから構成されるランプユニットと、
前記ランプユニットを着脱自在に収容可能で且つランプ
ユニットが挿脱される挿入口を有するランプハウスと、
前記ヒートシンクと前記ランプハウスとにそれぞれ設け
られ、ランプハウスに対するランプユニットの正規の挿
入方向を規定する挿入方向規定手段と、
を具備し、
前記挿入方向規定手段は、前記陽極側ヒートシンクと陰
極側ヒートシンクの少なくとも一方に設けられ且つラン
プハウスに対するランプユニットの挿入方向に対して垂
直な方向へ突出する突起部と、前記ランプハウスに設け
られ且つランプユニットの正規の挿入方向で前記突起部
と係合する係合部とからなることを特徴とする内視鏡用
光源装置。
【請求項３】  陽極および陰極の一対の電極部を有し、
照明光を発生する照明用のキセノンランプと、キセノン
ランプの陽極側の電極部を保持し且つ放熱機能を有する
導電性の陽極側ヒートシンクと、キセノンランプの陰極
側の電極部を保持し且つ放熱機能を有する導電性の陰極
側ヒートシンクとから構成されるランプユニットと、
前記ランプユニットを着脱自在に収容可能で且つランプ
ユニットが挿脱される挿入口を有するランプハウスと、
前記ヒートシンクと前記ランプハウスとにそれぞれ設け
られ、ランプハウスに対するランプユニットの正規の挿
入方向を規定する挿入方向規定手段と、
を具備し、
前記挿入方向規定手段は、幅寸法が互いに異なる各ヒー
トシンクの底部と、ランプハウスに設けられ且つランプ
ユニットの正規の挿入方向でのみ対応するヒートシンク
の底部を受けることができるガイド溝とからなることを
特徴とする内視鏡用光源装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は内視鏡に照明光を供
給するための内視鏡用光源装置に関する。
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【０００２】
【従来の技術】従来、体腔内に挿入される内視鏡に照明
光を供給するために、内視鏡用光源装置が使用されてい
る。この内視鏡用光源装置のキセノンランプは、例えば
数１００時間程度使用された後、新しい光源ランプに交
換することが必要となる。そのため、通常の内視鏡用光
源装置は、ランプハウスから光源ランプを取り出して新
しいキセノンランプに交換できるような構造になってい
る。
【０００３】キセノンランプは、一般に発光量が大き
く、それに伴って多量の熱を発生する。そのため、この
熱が有効に放熱されるように、キセノンランプの陽極お
よび陰極部分にはそれぞれ導電性のヒートシンクが取り
付けられている。そして、キセノンランプに点灯電力を
供給するため、キセノンランプは、各ヒートシンクを介
して、キセノンランプ点灯用電源回路に接続された電極
部材に着脱自在に接続される。したがって、キセノンラ
ンプを交換する場合には、まず、ヒートシンクに取り付
けられた古いキセノンランプを取り外して、新しいキセ
ノンランプをヒートシンクに取り付け、その後、キセノ
ンランプとヒートシンクとからなるランプユニットをラ
ンプハウス内の所定の位置に装着するととともに、各ヒ
ートシンクを電極部材と電気的に接続することが必要と
なる。すなわち、ヒートシンクとランプハウス内とには
それぞれ固定用締結構造や電気的な接点構造が設けられ
ており、キセノンランプの交換にはこうした構造を介し
た機械的および電気的な接続作業が必要となる。このよ
うな内視鏡用光源装置の具体的な従来例を以下に示す。
【０００４】図１０および図１１は内視鏡用光源装置の
従来の構造の一例を概略的に示している。この内視鏡用
光源装置は、キセノンランプ１０１に導電性の陽極側ヒ
ートシンク１０２と陰極側ヒートシンク１０３とが取り
付けられて成るランプユニット１０４を備えている。各
ヒートシンク１０２，１０３にはそれぞれ棒状の締結部
材１０７が挿通されている。この締結部材１０７の一端
側には、各ヒートシンク１０２，１０３の一端側に位置
して、円柱状のツマミ部１０５が形成されている。ま
た、締結部材１０７の他方側には、各ヒートシンク１０
２，１０３の他端側に位置して、雄ネジ部１０６が形成
されている。なお、締結部材１０７は、任意の材質で形
成されているが、ヒートシンク１０２，１０３と後述す
る電極ブロック１０９との電気的接続をより強めるた
め、好ましくは導電性部材で形成されている。
【０００５】また、ランプハウス（筐体）内には、ここ
に装着される各ヒートシンク１０２，１０３とそれぞれ
当接状態で接続可能な導電性の一対の電極ブロック１０
９が配置されている。ヒートシンク１０２，１０３と当
接する電極ブロック１０９の当接面には、締結部材１０
７の雄ネジ部１０６と螺合する雌ネジ部１０８と、突起
部１１０とが設けられている。また、電極ブロック１０
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９の前記当接面と当接する各ヒートシンク１０２，１０
３の面には、電極ブロック１０９の突起部１１０が挿入
接続される穴部１１１が設けられている。
【０００６】したがって、このような構成では、ランプ
ユニット１０４をランプハウス内に挿入した後、締結部
材１０７のツマミ部１０５を回動させて、締結部材１０
７の雄ネジ部１０６を電極ブロック１０９の雌ネジ部１
０８に螺合すると、ヒートシンク１０２，１０３が電極
ブロック１０９の前記当接面に押し付けられて、ランプ
ユニット１０４がその挿入方向で位置決め固定されると
ともに、電気的な接続がなされる。また、この時、電極
ブロック１０９の突起部１１０がランプユニット１０４
の穴部１１１に挿入接続されることにより、ランプユニ
ット１０４の挿入方向以外の方向での位置決めもなされ
る。
【０００７】また、特公平７‐７０８５０号公報には、
内視鏡用光源装置の他の構造が開示されている。この公
報に開示された内視鏡用光源装置は、キセノンランプ
と、キセノンランプを保持する導電性の陽極側ヒートシ
ンクおよび陰極側ヒートシンクと、両ヒートシンクを固
定的に支持する電気絶縁性の支持基板とによって構成さ
れるランプユニットを備えている。陽極側ヒートシンク
には雌側（もしくは雄側）電極コネクタが設けられ、陰
極側ヒートシンクには雄側（もしくは雌側）電極コネク
タが設けられている。また、ランプハウス内には電気的
絶縁性の固定基板が配置されており、この固定基板には
ヒートシンク側の電極コネクタと雄雌接合する電極コネ
クタが設けられている。
【０００８】このような構成では、所定の位置でランプ
ユニットをランプハウス内に押し込むと、ヒートシンク
側の電極コネクタと固定基板側の電極コネクタとが互い
に接合され、ランプユニットへの電源的接続がなされる
とともに、ランプユニットの固定がなされる。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】ところで、図１０およ
び図１１に示される従来の構造では、ランプハウス内へ
のランプユニットの挿入により、ランプユニットと電極
ブロックとの電気的接続およびランプユニットの固定の
両方が同時になされるため、ランプハウス内へのランプ
ユニットの挿入方向は一方向に限定される。しかし、こ
の従来構造には、ランプユニットの誤った向きでの挿入
を防止する手段が設けられていないため、ランプユニッ
トは、その正規の挿入方向に対して上下が反転した状
態、前後が反転した状態、もしくは、上下および前後が
反転した状態で、ランプハウス内に挿入される可能性が
ある。そのような場合、ランプユニットのヒートシンク
とランプハウス内の電極ブロックとが一部分でも接する
状態もしくは近い距離にあると、ランプ点灯動作を行な
った際にランプユニットへ電力が供給されてしまう可能
性があり、ランプに正負逆の電圧が印可されたり、電気
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接点部での接触不良により放電が生じるといった事態も
起こり得る。また、特公平７‐７０８５０号公報に開示
された内視鏡用光源装置にも、これと全く同様の問題が
ある。また、ランプハウス内へのランプユニットの無理
な挿入によって、コネクタ形状の電気接点部が破損して
しまう可能性もある。
【００１０】本発明は前記事情に着目してなされたもの
であり、その目的とするところは、ランプハウスに対す
るランプユニットの誤った向きでの挿入を防止すること
ができる内視鏡用光源装置を提供することにある。
【００１１】
【課題を解決するための手段】前記課題を解決するため
に、請求項１に記載された内視鏡用光源装置は、照明光
を発生する照明用ランプと、この照明用ランプを保持し
且つ放熱機能を有するヒートシンクとから構成されるラ
ンプユニットと、前記ランプユニットを着脱自在に収容
可能で且つランプユニットが挿脱される挿入口を有する
ランプハウスと、前記ヒートシンクと前記ランプハウス
とにそれぞれ設けられ、ランプハウスに対するランプユ
ニットの正規の挿入方向を規定する凹凸係合の挿入方向
規定手段とを具備していることを特徴とする。
【００１２】また、請求項２に記載された内視鏡用光源
装置は、陽極および陰極の一対の電極部を有し、照明光
を発生する照明用のキセノンランプと、キセノンランプ
の陽極側の電極部を保持し且つ放熱機能を有する導電性
の陽極側ヒートシンクと、キセノンランプの陰極側の電
極部を保持し且つ放熱機能を有する導電性の陰極側ヒー
トシンクとから構成されるランプユニットと、前記ラン
プユニットを着脱自在に収容可能で且つランプユニット
が挿脱される挿入口を有するランプハウスと、前記ヒー
トシンクと前記ランプハウスとにそれぞれ設けられ、ラ
ンプハウスに対するランプユニットの正規の挿入方向を
規定する挿入方向規定手段とを具備し、 前記挿入方向
規定手段は、前記陽極側ヒートシンクと陰極側ヒートシ
ンクの酸くなくとも一方に設けられ且つランプハウスに
対するランプユニットの挿入方向に対して垂直な方向へ
突出する突起部と、前記ランプハウスに設けられ且つラ
ンプユニットの正規の挿入方向で前記突起部と係合する
係合部とからなることを特徴とする。
【００１３】また、請求項３に記載された内視鏡用光源
装置は、陽極および陰極の一対の電極部を有し、照明光
を発生する照明用のキセノンランプと、キセノンランプ
の陽極側の電極部を保持し且つ放熱機能を有する導電性
の陽極側ヒートシンクと、キセノンランプの陰極側の電
極部を保持し且つ放熱機能を有する導電性の陰極側ヒー
トシンクとから構成されるランプユニットと、前記ラン
プユニットを着脱自在に収容可能で且つランプユニット
が挿脱される挿入口を有するランプハウスと、前記ヒー
トシンクと前記ランプハウスとにそれぞれ設けられ、ラ
ンプハウスに対するランプユニットの正規の挿入方向を
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5
規定する挿入方向規定手段とを具備し、 前記挿入方向
規定手段は、幅寸法が互いに異なる各ヒートシンクの底
部と、ランプハウスに設けられ且つランプユニットの正
規の挿入方向でのみ対応するヒートシンクの底部を受け
ることができるガイド溝とからなることを特徴とする。
【００１４】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照しながら本発明
の実施形態について説明する。
【００１５】図１～図８は本発明の第１の実施形態を示
している。図１には、本実施形態に係る内視鏡用光源装
置１のランプ装着部分が示されている。図示のように、
光源装置１のシャーシ２上には、絶縁部材で形成された
光学ベース３が取付けられている。また、この光学ベー
ス３にはランプハウス（筐体）４が立設され、ランプハ
ウス４内には、ランプユニット６ｃが所定の装着状態で
着脱自在で装着されている。ランプユニット６ｃは、光
源ランプとしての円筒形状のキセノンランプ５と、キセ
ノンランプ５を保持し且つ放熱機能を有する陽極側ヒー
トシンク６ａおよび陰極側ヒートシンク６ｂとから成
る。陽極側ヒートシンク６ａおよび陰極側ヒートシンク
６ｂはそれぞれ、キセノンランプ５の陽極および陰極の
それぞれの電極部に取り付けられている。
【００１６】シャーシ２の後端は図示しないリアパネル
の下端に接続され、このリアパネルの上端にトップカバ
ー１０が接続されている。トップカバー１０の一方の側
面には開口が形成され、この開口はランプ交換扉２１
（図４参照）によって開閉される。
【００１７】キセノンランプ５から発せられた光は、ラ
ンプユニット６ｃの陰極側端面からこの陰極側端面と対
向するランプハウス４の開口を通じて出射され、光軸Ｏ
に沿って配置された集光レンズ７および図示しない絞り
を経て、その前方に位置する内視鏡のライトガイド９の
端面に集光される。なお、ライトガイド９は、ライトガ
イドコネクタ受け（あるいはスコープ受け）８に着脱自
在に装着されている。
【００１８】図２および図３に示されるように、ランプ
ユニット６ｃの各ヒートシンク６ａ，６ｂにはそれぞれ
棒状の締結部材１３が挿通されている。この締結部材１
３の一端側には、各ヒートシンク６ａ，６ｂの一端側に
位置して、円柱状のツマミ部１１が形成されている。ま
た、締結部材１３の他方側には、各ヒートシンク６ａ，
６ｂの他端側に位置して、雄ネジ部１２が形成されてい
る。なお、締結部材１３は、任意の材質で形成されてい
るが、ヒートシンク６ａ，６ｂと後述する電極ブロック
１５との電気的接続をより強めるため、好ましくは導電
性部材で形成されている。
【００１９】また、ランプハウス４内には、ここに装着
される各ヒートシンク６ａ，６ｂとそれぞれ当接状態で
接続可能な導電性の一対の電極ブロック１５が配置され
ている。ヒートシンク６ａ，６ｂと当接する電極ブロッ
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ク１５の当接面には、締結部材１３の雄ネジ部１２と螺
合する雌ネジ部１４と、突起部１６とが設けられてい
る。また、電極ブロック１５の前記当接面と当接する各
ヒートシンク６ａ，６ｂの面には、電極ブロック１５の
突起部１６が挿入接続される穴部１７が設けられてい
る。
【００２０】また、ヒートシンク６ａ，６ｂの少なくと
も一方には、電極ブロック１５の当接面に当接される面
と反対側の面の上部に、突起状の挿入方向規制部（凸
部）１８が設けられている。また、ランプハウス４に
は、ランプユニット挿入口の上端部に、挿入方向規制部
１８と係合する係合部（凹部）１９が設けられている。
この係合部１９は、例えば、挿入方向規制部１８の突起
を逃がすようにランプハウス４の上面を一部切り欠くこ
とによって形成されている。そして、係合部１９は、挿
入方向規制部１８とともに、ランプハウス４に対するラ
ンプユニット６ｃの正規の挿入方向を規定する（ランプ
ユニット６ｃの誤った向きでの挿入を防止する）挿入方
向規定手段を構成している。
【００２１】図４には、トップカバー１０の開口を開閉
するランプ交換扉２１が示されている。図示のように、
ランプハウス４の内側に面するランプ交換扉２１の裏面
（内面）には、ランプ交換扉２１の開閉に連動して移動
するスイッチ押し込み部材２２が設けられている。ま
た、図５に示されるように、ランプハウス４の内部に
は、ランプ交換扉２１の開閉に連動して作動するインタ
ーロックスイッチ２３がブラケット２４に保持された状
態で配置されている。インターロックスイッチ２３は、
ランプ交換扉２１の開閉に連動して移動するスイッチ押
し込み部材２２によってそのＯＮ／ＯＦＦが切換えられ
る。具体的には、図６の（ａ）に示されるようにランプ
交換扉２１が開かれると、インターロックスイッチ２３
がＯＦＦされ、図６の（ｂ）に示されるようにランプ交
換扉２１が閉じられると、インターロックスイッチ２３
がＯＮされる。
【００２２】インターロックスイッチ２３のＯＮ／ＯＦ
Ｆを確実に行なうためには、一般的に、スイッチ押し込
み部材２２やインターロックスイッチ２３のブラケット
２４等の各部品に高い加工精度および位置精度が要求さ
れる。しかし、本実施形態では、こうした高い精度を要
求することなくインターロックスイッチ２３のＯＮ／Ｏ
ＦＦを確実に行なうことができるように、インターロッ
クスイッチ２３のＯＮ／ＯＦＦに伴うスイッチ押し込み
部材２２の移動をガイドする案内口２５がブラケット２
４に設けられている。
【００２３】図７および図８には、ランプ５側から見た
陰極側ヒートシンク６ｂが示されている。図示のよう
に、陰極側ヒートシンク６ｂには円筒形状の磁性体２６
が設けられている。この磁性体２６は、キセノンランプ
５が点灯する際に生じる輝点位置の地磁気によるズレを
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7
調整し、安定した光量が得られるようにする。磁性体２
６の一方側は、金属板を箱形状に折り曲げて形成された
保持部材２７によって５方向を覆われている。この場
合、保持部材２７は、磁性体２６の他方端が陰極側ヒー
トシンク６ｂに設けられた溝部２８内に嵌まり込むよう
に、陰極側ヒートシンク６ｂに固定されている。なお、
保持部材２７は、金属板に限らず、磁性体２６の一方側
を覆い且つヒートシンク６ｂに固定できるものであれ
ば、形状や材質を問わない。
【００２４】次に、上記構成の内視鏡用光源装置１のラ
ンプ交換時の動作について説明する。
【００２５】まず、図３の（ａ）に示されるようにラン
プユニット６ｃを正規の向きでランプハウス４内に挿入
し、締結部材１３のツマミ部１１を回動させて、締結部
材１３の雄ネジ部１２を電極ブロック１５の雌ネジ部１
４に螺合すると、ヒートシンク６ａ，６ｂが電極ブロッ
ク１５の当接面に押し付けられて、ランプユニット６ｃ
がその挿入方向で位置決め固定されるとともに、電気的
な接続がなされる。その状態が図３の（ｂ）に示されて
いる。また、この時、電極ブロック１５の突起部１６が
ランプユニット６ｃの穴部１７に挿入接続されることに
より、ランプユニット６ｃの挿入方向以外の方向での位
置決めもなされる。また、この状態では、ヒートシンク
６ａ，６ｂの少なくとも一方に設けられた突起状の挿入
方向規制部１８がランプハウス４の係合部と良好に係合
し、ランプユニット６ｃが正規の装着状態に位置され
る。
【００２６】これに対し、ランプユニット６ｃの挿入が
誤った方向でなされると、挿入開始直後に挿入方向規制
部１８がランプハウス４もしくは光学ベース３と干渉
し、ランプユニット６ｃのそれ以上の挿入ができなくな
る。そのため、締結構造や接点構造が適合しない部位に
ぶつかることがない。すなわち、誤挿入による締結構造
や接点構造の変形や破損、接点部の接触不良による放電
現象等を防ぐことができる。
【００２７】以上説明したように、本実施形態の内視鏡
用光源装置１は、ランプハウス４に対するランプユニッ
ト６ｃの正規の挿入方向を規定する挿入方向規定手段を
有している。しかも、この挿入方向規定手段は、ヒート
シンク６ａ，６ｂの少なくとも一方に突起状の挿入方向
規制部１８を設け、この挿入方向規制部１８をランプハ
ウス４の係合部１９に係合させるといった極めて簡単な
構成によって実現されている。したがって、キセノンラ
ンプ５を交換する際、ランプユニット６ｃの誤った向き
での挿入を非常に簡易的な構造で防止することができ
る。そのため、誤挿入による締結構造や接点構造の変形
や破損、接点部の接触不良による放電現象等を未然に防
ぐことができる。
【００２８】また、本実施形態では、インターロックス
イッチ２３のＯＮ／ＯＦＦに伴うスイッチ押し込み部材
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２２の移動をガイドする案内口２５がブラケット２４に
設けられているため、要求される加工精度および位置精
度を大幅に軽減させることができる。
【００２９】なお、キセノンランプ５の冷却に用いられ
るヒートシンク６ａ，６ｂは、放熱性が高く且つ導電性
が高いという特性が必要であるため、一般的にアルミニ
ウムの押出し成形によって加工されることが多い。これ
に対応して、本実施形態に係るヒートシンク６ａ，６ｂ
の挿入方向規制部（突起部）１８も、特に２次的な削り
加工等を用いることなく、ランプユニット６ｃの挿入方
向に対して垂直な方向への押出し成形を行なうことによ
り形成できるようになっている。そのため、加工性が非
常に良い。また、挿入方向規制部１８は、このようにヒ
ートシンク６ａ，６ｂの一部として一体形成されたもの
に限らず、突起状の別体部品をヒートシンク６ａ，６ｂ
に取り付けることによって形成されても良い。また、挿
入方向規制部１８の形状および大きさは様々に変更する
ことができる。要は、ランプユニット６ｃが正規の方向
で挿入される場合には挿入方向規制部１８と係合部１９
とが良好に係合し、ランプユニット６ｃが誤った方向で
挿入される場合には挿入方向規制部１８が係合部１９と
係合することなくランプハウス４の任意の部位と干渉し
てランプユニット６ｃの挿入が不可能となるように、挿
入方向規制部１８の形状および大きさを設定すれば良
い。また、挿入方向規制部１８は、ヒートシンク６ａ，
６ｂにおいて、電極ブロック１５の当接面に当接される
面と反対側の面の下部に設けられていても良い。この場
合、係合部１９は光学ベース３に設けられる。
【００３０】図９は本発明の第２の実施形態を示してい
る。図示のように、本実施形態の内視鏡用光源装置のラ
ンプユニット３１ｃは、光源ランプとして円筒形状のキ
セノンランプ５と、キセノンランプ５の陽極および陰極
のそれぞれの電極部に取り付けられた陽極側ヒートシン
ク３１ａおよび陰極側ヒートシンク３１ｂとによって構
成されている。また、ランプハウス内の光学ベース３に
は、一定の方向でのみ陽極側ヒートシンク３１ａおよび
陰極側ヒートシンク３１ｂの底部（凸部）を受け入れ可
能な陽極側ガイド溝３２ａおよび陰極側ガイド溝（凹
部）３２ｂが設けられている。具体的には、陽極側ヒー
トシンク３１ａと陰極側ヒートシンク３１ｂはその幅
（例えばランプユニット３１ｃの挿入方向に対して垂直
な方向の幅）が互いに異なるとともに、これらのヒート
シンク３１ａ，３１ｂを受けるガイド溝３２ａ，３２ｂ
の幅も互いに異なっており、幅寸法が互いに一致するガ
イド溝３２ａ（３２ｂ）とヒートシンク３１ａ（３１
ｂ）とだけが係合し得るようになっている。すなわち、
ヒートシンク３１ａ，３１ｂとガイド溝３２ａ，３２ｂ
は、その幅寸法を異ならせることにより、ランプハウス
に対するランプユニット３１ｃの正規の挿入方向を規定
する挿入方向規定手段を形成している。なお、ガイド溝
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9
３２ａ，３２ｂの幅寸法は、対応するヒートシンク３１
ａ，３１ｂの幅寸法よりも若干大きく設定されている。
【００３１】このような構成では、ランプユニット３１
ｃがランプハウス内に正規の方向で挿入された時だけ、
陽極側ヒートシンク３１ａおよび陰極側ヒートシンク３
１ｂが陽極側ガイド溝３２ａおよび陰極側ガイド溝３２
ｂに嵌まり込み、ランプユニット３１ｃの機械的および
電気的な接続が正常になされる。
【００３２】したがって、本実施形態によれば、第１の
実施形態と同様の作用効果を得ることができるととも
に、各ヒートシンク３１ａ，３１ｂとその装着部である
ガイド溝３２ａ，３２ｂとを合致させるだけで良いた
め、作業者に対して視覚的に認識させ易いという効果が
得られる。また、本実施形態においても、各ヒートシン
ク３１ａ，３１ｂの幅（厚み）の違いを、特に２次的な
削り加工等を用いることなく、ランプユニット６ｃの挿
入方向に対して垂直な方向への押出し成形を行なうこと
により形成できるため、加工性が非常に良い。
【００３３】なお、以上説明してきた技術内容によれ
ば、以下に示されるような各種の構成が得られる。
【００３４】１．照明光を発生する照明用ランプと、該
ランプを保持し、放熱機能を有するヒートシンクとから
構成されるランプユニットと、該ランプユニットが納ま
り、出し入れが可能な挿入口を有するランプハウスと、
を備える内視鏡用光源装置において、前記ヒートシンク
と前記ランプハウスに、正規の挿入方向で装着した時に
のみ装着状態にまで挿入が可能な凸部と凹部を設けた、
ことを特徴とする内視鏡用光源装置。
【００３５】２．陽極および陰極１対の電極部を有し、
照明光を発生する照明用のキセノンランプと、該キセノ
ンランプの陽極側電極部を保持し、放熱機能を有する導
電性の陽極側ヒートシンクと、前記キセノンランプの陰
極側電極部を保持し、放熱機能を有する導電性の陰極側
ヒートシンクとから構成されるランプユニットと、該ラ
ンプユニットが納まり、出し入れが可能な挿入口を有す
るランプハウスと、を備える内視鏡用光源装置におい
て、前記陽極側ヒートシンクおよび陰極側ヒートシンク
の少なくとも一方に、ランプハウスユニット挿入方向に
対して垂直な方向へ突出する突起部を設け、前記ランプ
ハウスの、前記ヒートシンクの突起部に対向する面を該
ヒートシンクと近接させ、かつ、前記ランプユニット装
着時において前記突起部と干渉しない逃げ部を設けた、
ことを特徴とする内視鏡用光源装置。
【００３６】３．陽極および陰極１対の電極部を有し、
照明光を発生する照明用のキセノンランプと、該キセノ
ンランプの陽極側電極部を保持し、放熱機能を有する導
電性の陽極側ヒートシンクと、前記キセノンランプの陰
極側電極部を保持し、放熱機能を有する導電性の陰極側
ヒートシンクとから構成されるランプユニットと、該ラ
ンプユニットが納まり、出し入れが可能な挿入口を有す*
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*るランプハウスと、を備える内視鏡用光源装置におい
て、前記陽極側および陰極側のヒートシンクの、挿入方
向に対して垂直方向の幅を異なる寸法にし、前記ランプ
ハウスのランプユニット挿入口に、前記陽極側および陰
極側ヒートシンクそれぞれの下面を受け、それぞれのヒ
ートシンクの幅よりも広い幅を持つ溝部を設け、かつ、
幅の狭いヒートシンクに対する溝部の幅を、幅の狭いヒ
ートシンクの幅よりも狭くした、ことを特徴とする内視
鏡用光源装置。
【００３７】４．突起部をヒートシンクの手前上面、凹
部をランプハウスにそれぞれ設けたことを特徴とする第
１項または第２項に記載の内視鏡用光源装置。
【００３８】５．突起部をヒートシンクの手前下面とし
たことを特徴とする第４項に記載の内視鏡用光源装置。
【００３９】６．ランプユニットが挿入可能な挿入口を
有するランプハウスと、を備える内視鏡用光源装置にお
いて、前記陽極側ヒートシンクおよび陰極側ヒートシン
クの少なくとも一方に、ランプハウスユニット挿入方向
に対して手前上面に突起部を設け、手前ランプハウス
の、前記ヒートシンクの上面と対向する面を該ヒートシ
ンクと近接させ、かつ、前記ランプユニット装着時にお
いて前記突起部と干渉しない逃げ部を設けた、ことを特
徴とする内視鏡用光源装置。
【００４０】７．陽極および陰極１対の電極部を有し、
照明光を発生する照明用のキセノンランプと、該キセノ
ンランプの陽極側電極部を保持し、放熱機能を有する導
電性の陽極側ヒートシンクと、前記キセノンランプの陰
極側電極部を保持し、放熱機能を有する導電性の陰極側
ヒートシンクとから構成されるランプユニットと、該ラ
ンプユニットが挿入可能な挿入口を有するランプハウス
と、を備える内視鏡用光源装置において、前記陽極側お
よび陰極側ヒートシンクの、挿入方向に対して垂直方向
の幅を異なる寸法にし、前記ランプハウスのランプユニ
ット挿入口に、前記陽極側および陰極側ヒートシンクそ
れぞれの下面を受け、それぞれのヒートシンクの幅より
も広い幅を持つ溝部を設け、かつ、幅の狭いヒートシン
クに対する溝部の幅を、幅の狭いヒートシンクの幅より
も狭くした、ことを特徴とする内視鏡用光源装置。
【００４１】
【発明の効果】以上説明したように、本発明の内視鏡用
光源装置によれば、ランプハウスに対するランプユニッ
トの誤った向きでの挿入を防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る内視鏡用光源装
置の主要部を一部断面で示す側面図である。
【図２】図１の内視鏡用光源装置を構成するランプユニ
ットの斜視図である。
【図３】（ａ）は図２のランプユニットをランプハウス
内へ挿入する過程を示す正断面図、（ｂ）は図２のラン
プユニットをランプハウス内に完全に装着した状態を示
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す正断面図である。
【図４】図１の内視鏡用光源装置のランプ交換扉をラン
プハウスの内側から見た斜視図である。
【図５】ランプ交換扉の開閉に連動して作動するインタ
ーロックスイッチの斜視図である。
【図６】（ａ）は図５のインターロックスイッチのＯＦ
Ｆ状態の上面図、（ｂ）は図５のインターロックスイッ
チのＯＮ状態の上面図である。
【図７】陰極側ヒートシンクをランプ側から見た側面図
である。
【図８】図７の陰極側ヒートシンクの主要部の斜視図で
ある。
【図９】本発明の第２の実施形態に係る内視鏡用光源装*
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*置の主要部を示す側面図である。
【図１０】従来のランプユニット装着部の斜視図であ
る。
【図１１】図１０のランプユニットの正面図である。
【符号の説明】
１…内視鏡用光源装置
４…ランプハウス
５…キセノンランプ（照明用ランプ）
６ａ，６ｂ，３１ａ，３１ｂ…ヒートシンク
６ｃ，３１ｃ…ランプユニット
１８…挿入方向規制部（挿入方向規定手段）
１９…係合部（挿入方向規定手段）
３２ａ，３２ｂ…ガイド溝（挿入方向規定手段）

【図１】 【図２】

【図４】 【図５】 【図６】
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【図３】 【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】
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